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●Pt(phen)(9-IAtC3)の¹²⁵I、¹⁹¹Ptによる標識に成功し、それ

ぞれ放射化学的純度95%以上で得られた。

●体内分布実験において、 [¹²⁵I]Pt(phen)(9-IAtC3) 、
¹⁹¹Pt(phen)(9-IAtC3) の2種類の錯体は異なる放射能分

布を示したことから、錯体は体内で代謝を受けて分解し
て存在することが示唆された。

Summary

今後さらにPt錯体のin vitro, in vivoでの挙動を評価・
検討し、作用メカニズム解明に役立てる。


